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#6セイセキ ZINE とは？

セイセキ ZINE（セイセキジン）は毎号 1 つのテーマを決め、聖蹟

桜ヶ丘エリアと所縁のある「人の想い」にフィーチャーする、

市民参加型ローカルマガジンです。多摩市在住の有志の市民

クリエイターを募り、セイセキ愛に満ちた誌面づくりをしていきます。

聖蹟桜ヶ丘 多摩川河川敷にて　　Photo：大森悠史
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デザイン：松竹暢子（Elstella Design Studio）、片山明子、新留沙織　　印刷：シナノ書籍印刷株式会社
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人と生きものをつなぎ、生きものたちを守りたい
「多摩市生きもの調査隊」をご存じ？

を使って集める市民活動で、やり方は

とても簡単だ。哺乳類から魚類、植物

や昆虫、キノコ類など、あらゆる生き

ものの姿や鳴き声をカメラやマイクで

撮影・録音して投稿するだけ。名前が

分からなくても「iNaturalist」を使って

いる世界中の科学者、ナチュラリスト、

自然愛好家が教えてくれるので、誰でも

気軽に学びながら参加できる。「多摩市

生きもの調査隊」スタート時点（2024年４月）

の目標「100人の隊員、1000種、10000 件

の観察記録」はクリアし、2025 年 3 月

3 日時点で「（同定済みの）1556 種」「43793

件」の生きものが 報告された。

　これは市民参加型の調査としては

驚くべき結果といえる。

生きものって愛おしい
調査は市民参加型！
　生きものや、生きものの暮らしを見

たいと考えたとき、あなたはどこへ

行くだろう？　動物園や水族館？　そ

れとも大都市から遠く離れた大自然？　

そんなふうに考えたあなたこそ、家か

ら一歩外へ出て、まわりをゆっくり見

渡してほしい。

「みんな、東京には生きものなんていな

いと思うんですよ。大都市に生きもの

なんているわけないって。私も最初は

そうで、麹町という東京のど真ん中で

仕事をしなければならなくなったとき、

『地方に行きたい』と思いました。でも

そのうち見えてくるんです。都会の生

きものは “ヒトがいる環境 ” をちゃんと

利用するってことを。私はツバメが専

門なのですが、ツバメはヒトが多い場

所にあえて巣をつくり、カラスなどか

らヒナを守ります。都会には都会の生

態系がある。私は東京を知らなかった

だけでした」

　そう話すのは、「NPO東京生物多様性

センター」（多摩市一ノ宮）代表の渡辺仁

さん。自然調査や生態系の保全にあたり、

東京の人々が身のまわりの生きものに目

を向けてもらうため、多摩市と協働で

「多摩市生きもの調査隊」を立ち上げた。

「生きもの調査隊」とは、多摩市の生き

もの情報をスマホアプリ「iNaturalist」

渡辺仁さん
NPO 東京生物多様性センター 代表。
仕事で日本全国や海外で生物調査のプロ
ジェクトなどに携わった後、東京を主な
フィールドとする同センターを設立。

　実際、京王線聖蹟桜ヶ丘駅から歩い

て１０分ほどの関戸橋付近では何十種

類もの鳥を見ることができ、春にはヒ

バリやセキレイのさえずりが聞こえる。

普段、漫然とながめていた多摩川、そ

して多摩市の風景が “ 生きもの ” とい

う切り口で捉え直したとき、驚くほど

豊かで鮮やかな風景へと変わるはずだ。

「最初はハードルが高いかもしれません

が、たとえば虫が好きとか花が好きと

か、自分の好きな生きものだけでいい

んです。投稿して名前を知るところか

ら始めてほしい。名前が分かると、そ

の生きものが何かを知るための道しる

べになります。検索サイトで検索する

ことができるし、図書館で図鑑をめく

るのもいいと思います。その結果、そ

の生きものが絶滅に瀕しているのか、

あるいは外来種なのか、本当にいろい

ろなことが分かってきます」と渡辺さ

ん。その視線は多摩市や東京都をこえ

て世界へと広がっている。

「『iNaturalist』に投稿されたデータの

うち「研究グレード」に認定されたもの

は、地球規模生物多様性情報機構（GBIF）

など国際的な研究機関で共有され、世界

中の研究に役立ててもらえる可能性が

あります。生きものの写真を撮って投稿

するだけで、知らないうちに世界中の研

究機関とつながっている。そここそ私が

気に入っているところなんです」

　多摩市発の市民科学データが国際的

「NPO 東京生物多様性センター」の代表・渡辺仁さんは、２０２４年

春、多摩市と協働で、多摩市市民が参加できる「多摩市生きもの

調査隊」を立ち上げた人。いま思い描いていることは？
Interview、Text：Sayaka Kitakata / Photo：Yufumi Omori

調査隊員募集中！
詳しい方も初心者も大歓迎！

「生きものを知る、生きものを守る、人と生
きものをつなぐ、人と人をつなぐ・支える」
市民が主体的に参加することで、地元の自
然環境への理解と愛着を深め、地域全体で
生物多様性を守る力を高めていくことを目
指す「多摩市生きもの調査隊」では現在、
調査隊員を募集中です。参加
方法や投稿方法の詳細につい
てはこちらの QR コードより
アクセスし、ご確認ください。

［写真上］鶴牧西公園の水田を調査する多摩市生きもの調査
隊の隊員。“ 調査隊員のおきて 7 か条 ” は「自然を大切に
しよう」「安全第一」「健康が大切」「楽しく調査しよう」

「チームワークを大切に」「感謝の気持ち」「自然につい
て伝えよう」。［写真下］一ノ宮公園の調査風景。19 名の
調査隊員が 258 件の観察を投稿した。

セイセキの春を告げる生きもの

［ヒバリ］ ［ニッポンヒゲナガハナバチ］ ［ウグイス］

［ツバメ］ ［シュンラン］ ［コバノタツナミ］

［クサボケ］ ［キンラン］ ［キブシ］

［ツマキチョウと
カントウタンポポ］

［アズマヒキガエル］ ［アカネスミレ］

多摩市生きもの調査隊員が多摩市内で撮影

な自然環境研究に使われる日、そんな

可能性を思うとワクワクする。それが

渡辺さんと「多摩市生きもの調査隊」

が未来に描く夢なのだ。
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